
住民記録システム標準仕様書

機能・帳票要件【改定履歴】

版数 改定日 主な改定理由 機能ID
機能IDの変更状況

（削除／新規付番／変
更なし）

適合基準日

0010046 変更なし -
0010335 削除 -
0010603 新規付番 -
0010370 変更なし -
0010564 削除 -
0010604 新規付番 -
0010440 削除 -
0010605 新規付番 -
0010471 変更なし 令和8年4月1日

第6.1版 令和7年8月29日 個人番号カードと在留カード等の一体化に伴う修正等、誤記訂正等



住民記録システム

機能・帳票要件【6.1版】案_機能・帳票要件一覧

中分類 小分類
指定都

市
中核市

一般市
区町村

機能要件 1　管理項目 1.1　住民データ 1.1.19　氏名優先区分 補記 0010046 郵便物の送付先の記載に対して氏名優先区分（例：外国人住民について、通称の
みの記載を希望するか、本名のみの記載を希望するか。）を管理すること。

○ ○ ○ 外国人住民に対して郵便物を送付する際、通称のみ記載してほしい、又は、本名のみ記載してほしいといった要望に配慮した対応をするために、どの類型か
を示す氏名優先区分を必要とする市区町村があったが、必ずしも全市区町村においてそのような運用をしているとは限らないことから、標準オプション機能と
する。当該機能を実装しない場合、デフォルトでは通称が記載されることとする。
なお、通称が登録されていない者においては、以下理由から「氏名（漢字）」、「氏名（ローマ字）」の順で表示すること。
・在留カード及び特定在留カードの記載は原則としてローマ字氏名だが、入管法規則第19条の７において、漢字圏の外国人からの申出により、特別に漢字氏
名の併記が認められており、当該者については、社会生活上も漢字氏名を使用している可能性が高いこと。
・J-LISの既存住基システム改造仕様書で示されている「住民票コード通知票」の宛名氏名の仕様においては、優先度の高い順に、通称、漢字氏名、ローマ字
氏名とされており、既に既存の住民記録システムにおいても、上記の優先順位に基づいてシステムを構築、事務処理を行っている団体が相当数あることが想
定されること。

【第6.1版】個人番号カードと在留カー
ド等の一体化に伴い、「要件の考え
方・理由」を補記

ー

機能要件 7　連携 7.1.1 CS連携 7.1.1.3　カード管理状況 修正 0010603
0010335

住民記録システムの異動情報から、必要な異動（券面）事項をカード券面プリンタ
に出力できること。
券面記載の対象とするカード類は、個人番号カード、在留カード及び特別永住者
証明書並びに特定在留カード及び特定特別永住者証明書とする。
出力する異動内容等の情報は、異動事由、当該届出の年月日、変更後の内容、
職印の４項目とすること。
印字可能な残行数を指定する等により、印字文字サイズや印字行数を調整できる
こと。

○ ○ ○ 異動内容等の情報をカード券面プリンタに出力する機能については、分科会の議論において、手書きの場合、券面記載事項の信憑性や見た目に問題があ
り、住民サービスの低下を招くため、カード券面プリンタに出力して印字する方が良いとの意見があった。一方、特に小規模市区町村では個人番号カード交付
申請書及び個人番号カード再交付申請書はカード管理端末で出力していることや、カード券面への印刷も住民記録システムから直接印字する必要性が低い
こと、カード券面プリンタ側で設定や操作されている場合もあることから、各市区町村の実情等を踏まえ、実装の要否について判断できることとする。

【第6.1版】機能ID：0010335から変更
個人番号カードと在留カード等の一体
化に伴い、特定在留カード及び特定
特別永住者証明書に関する記載を追
加修正

ー

機能要件 8 標準オプション機能 8.2 特別永住者 8.2.1　更新異動者リスト及び案内
作成

補記 0010370 指定都市においては、更新異動者リストを行政区単位で分割できること。 ○ ー ー 指定都市においては、作業の効率化の観点から、更新異動者リストを行政区単位で分割できることとする。
特定特別永住者証明書を保有する特別永住者のみを記載した更新異動者リスト及び案内を別途作成する機能は不要とする。

【第6.1版】個人番号カードと在留カー
ド等の一体化に伴い、「要件の考え
方・理由」を補記

ー

機能要件 10 共通 10.8　CSV形式のデータの取
込

ー 修正 0010604
0010564

異動処理又は証明書の発行処理を行う際、CSV形式で提供された以下のデータ
を取り込めること。その際、任意の方法でCSV形式になったデータを取り込むこと
ができればよい。
（シート「項目詳細一覧」を参照）

○ ○ ○ 個人番号カード券面事項に加えて在留カード券面事項及び特別永住者証明書券面事項を追加すべきであるとの意見もあったが、在留カード券面事項及び特
別永住者証明書券面事項については、テキストデータとして取り込む仕様となっていないため、標準オプション機能とした。

【第6.1版】機能ID：0010564から変更
旧氏の振り仮名を個人番号カードの
記載事項等とする政令改正に伴い、
「項目詳細一覧」の「項目詳細」を追
加修正

ー

機能要件 10 共通 10.8　CSV形式のデータの取
込

ー 修正 0010605
0010440

CSV形式に変換した在留カード及び特別永住者証明書並びに特定在留カード及
び特定特別永住者証明書のICチップ内にある券面情報及び記録事項を取り込
み、1.1.2（外国人住民データの管理）に規定する項目のうち、当該CSVデータに該
当する項目に自動入力ができること。

○ ○ ○ CSV形式に変換した在留カード及び特別永住者証明書並びに特定在留カード及び特定特別永住者証明書のICチップ内にある券面情報及び記録事項を取り
込むことは、手動入力に比べて、外国人住民の氏名で英字かつ文字数が多い場合の入力誤りを防ぎ、他の住民票記録事項の一部の入力を省略することが
可能であるとの意見があったため標準オプション機能とした。

【第6.1版】機能ID：0010440から変更
個人番号カードと在留カード等の一体
化に伴い、特定在留カード及び特定
特別永住者証明書に関する記載を追
加修正

ー

様式・帳票要件 ー 20.1 住民票の写し等 20.1.2　住民票記載事項証明書・住
民票除票記載事項証明書

訂正 0010471 住民票記載事項証明書及び住民票除票記載事項証明書について、20.1.1、20.1.2
及び20.1.3に規定する住民票の写し及び住民票の除票の写しの記載項目のうち、
記載するかどうかを任意に選択した上で、直接印刷により出力できること。

◎ ◎ ◎ 記載事項証明書については、分科会における議論の結果、記載しない項目の項目名及び項目内容を＊表示とした上で、写しと同じ様式を兼用することとし
た。
日本人住民について本籍・筆頭者のいずれかを記載しないこととした場合や、外国人住民について在留資格・在留期間等・満了日のいずれかを記載しないこ
ととした場合に、他の項目も連動して記載しないこととする機能をカスタマイズ実装している市区町村もあるが、これらのうち一部のみを記載しないことも制度
上、否定されないこと、分科会での議論の結果、片方の項目だけを表示させたいというニーズもあるという意見があったため、このような機能は不要とする（当
該機能は画面操作に関する機能であるが、カスタマイズの発生源となっているため、本仕様書の整理対象とする。）。
記載事項証明においては原則全ての項目について記載するかどうかを任意に選択できることとしているが、「旧氏併記に係る質疑応答の追加について」（令
和元年９月11日総行住第86号）問15において、旧氏記載者から旧氏の記載を省略した住民票記載事項証明書の交付の請求があった場合の対応について、
「住民票に記載されることとされた旧氏は、必ず氏名と併記しなければならず、氏名を補充して居住関係を公証する機能を有することから、旧氏の記載を省略
することなく、氏名と旧氏は併せて記載して交付すべきである」としているとおり、記載事項証明書においても氏名及び氏名の振り仮名並びにと旧氏及び旧氏
の振り仮名については併せて記載する必要がある。通称についても令第30条の16により同様の取扱いとなっていることに留意すること。

【第6.1版】
令和７年３月２５日付け総行住第４７
号通知に合わせて修正

令和8年4月1日

適合基準日

【実装区分の凡例】◎：実装必須機能、○：実装オプション機能、×：実装不可機能、－：対象外

要件の考え方・理由 備考（改定内容等）要件種別

機能名称

機能ID 機能要件

実装区分改定種別
（直前の版から改
定した項目の種

別）
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住民記録システム

機能・帳票要件【6.1版】案_項目詳細一覧

機能ID 項目分類① 項目分類② 項目分類③ 項目詳細

0010604
0010564

ー ー ー 住民異動届に記載のデータ

0010604
0010564

ー ー ー 住民票の写し等の証明書の交付申請書に記載のデータ

0010604
0010564

ー ー ー 個人番号カード券面事項（４情報等（住所・氏名・日本人氏名の振り仮名・ 旧氏・旧氏の振り仮名・通称・生年月日・性別）及び個人番号）


